
 

 

  

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
  
 
 

 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 平成２２年度が始まって，もうすぐ１年になろうとしていま
す。先週，本年度の最後の授業参観が行われました。保護者の
皆様には，平日にもかかわらず多数のご参観を頂き，ありがと
うございました。今回も，生徒達の充実した学習活動をご覧い
ただけたことと思います。 

 また，同日，ＰＴＡ運営委員会が開催され，本年度のＰＴＡ
活動の報告を頂きました。伊藤ＰＴＡ会長様はじめ，会員の皆
様には，４月のＰＴＡ総会を皮切りに，バザー，奉仕活動，教
育講演会，各学年学級でのＰＴＡ活動等，年度を通して本校の
教育活動にご支援，ご助力を頂いたことに，心より感謝申し上
げます。 

 ＰＴＡについて次のような資料がありましたのでご紹介い
たします。 

 

郡山市立行健中学校 

№38 2011/2/18（金） 
 

【来週の主な予定】 
２１日（月） 月１２３４５ 
 ○3学年学力向上週間（～２５日） 
 ○県立Ⅱ期出願先変更（～２２日） 
２２日（火） 火１２３４５６ 
２３日（水） 水１４３２５６ 
 ○卒業式全体練習（５校時） 
 ○１・２年生徒集会（６校時） 
○スクールカウンセラー 

２４日（木） 木１２３４５６ 
 ２５日（金） 金１２３４５ 
 ○学級ミニ生徒会総会 
 ○部活動，諸活動なし 
１９日（土）  
２０日（日） 

このようなことがまとめてありました。本校のＰＴＡ活動
もこのような内容を基本に，活動していただいております。 
来年度も多くの皆様のご理解とご協力をお願いいたしま

す。保護者の皆様のお力無くして学校活性化は不可能です。
全ては目の前の子どもたちのため，よろしくお願いいたしま
す。 

 

【郡山市「少年の主張」コンクール】 
○優秀賞 関戸さん ○入賞 村越くん 

【郡山市小中学校書きぞめ展】○入賞 ※特別賞，特選は前号で紹介 
白岩さん，榊原くん，鈴木さん，矢吹さん，古川さん，遠藤くん，髙橋さ
ん，橋本くん，星さん，大森さん，熊谷さん，鈴木さん，加苅さん，馬場
さん，古川くん，海老原さん，西條さん，津谷さん，新沼さん，益成さん， 
伊藤さん，神山さん，安藤くん，髙橋くん，小泉さん，佐藤くん，榊原さ
ん，前田さｎ，鈴木くん，佐久間さん，藤田くん，川音さん，小椋さん 
 
 

○ＰＴＡとは？ 

  親(Parents)と教師(Teachers)が子どもたちの幸せのため
に力を合わせ協力して学習し，実践するために自発的につ
くった団体(Association)。 

○ＰＴＡのはたらき 

１ 教育に対する会員自らの見識を高めるため，自発的な
学習活動をすること。 

２ 親と教師，親同士の緊密な協力関係をつくること。  

３ 何らかの問題の改善もしくは解決するために実際的な
活動に取り組むこと。 

○ＰＴＡの性格 

１ 公の支配に属しない民主的な民間団体であること（政
党や一宗派に属さない）。 

２ 社会教育に関する事業を目的とする団体であること
（営利，営利を目的とする団体であってはならない）。 

 

卒業まで２２日。昨日，１回目の卒業証書授与式の全体練習が行われました。
３年生はもとより１，２年生も服装，姿勢を正し，本番さながらの緊張感をもっ
て，しっかりと練習に取り組むことができました。 

練習に先立ち，湯田教頭先生から卒業式の意義について講話がありました。卒
業証書授与式は，中学校３年間の課程をすべて修了したことを認定し，卒業証書
を授与する儀式的行事です。また，卒業と新しい世界への旅立ちを，卒業生，来
賓，在校生，職員，皆で祝う式でもあります。  

練習で，一番大切にしたいことが，在校生，卒業生それぞれが，祝意や感謝の
気持ちを，服装，姿勢，礼法，挨拶，返事，式歌でしっかりとあらわすことです。
特に，卒業証書授与式の呼名の際には，保護者席に感謝の気持ちがしっかりと届
くように，「はい！」と大きな声で返事ができることを期待します。 

 

 

 

 

３ 法人であってもなくてもよい。 

○ＰＴＡの特色 

１ ＰＴＡは，学校を機縁としてまとまった地域の中の父
母と教師が，子どもたちの幸福という共通の中心目標を
持って活動できます。 

２ 多数の会員で構成される大規模な団体であります。職
業・年令・性・社会的立場・思想信条の違った多様な会
員が平等に参加しているので，様々な考えを知り，相互
に学び合うことができます。 

３ 学校，家庭そして社会における３つの分野に立って，
その間の連携を強める役割を果たしていくのにもっとも
適した団体であります。 

４ 父母の教育活動に励む生活態度が，知らず知らずのう
ちに子どもたちに教育的感化をうえつけます。 

５ 多様な会員を持つ大規模な組織であることから，日本
の教育を前進させるための世論形成の中核となるものと
期待されます。 

６ 毎年，会員の一部が入退会しますので，会員が固定化
していません。したがって毎年，会の目的や趣旨・活動
等について会員の周知徹底を図ることが必要であるとと
ともに，更に現状に即して実績を積み上げていく努力と
工夫が必要となります。 

 受賞の皆さん， 
おめでとうございます！ 

卒業式 式歌練習の様子 


